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青
山
博
一
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

行
徳
地
域
は
本
市
の
中
で
も

人
口
密
度
が
高
く
、
特
に
東
部

地
区
で
は
開
発
も
進
ん
で
お
り
、

防
災
機
能
の
向
上
と
い
う
観
点

か
ら
、
消
防
施
設
の
新
設
や
救

急
車
の
増
車
等
の
体
制
強
化
が

必
要
と
考
え
る
。
近
隣
市
で
は

救
急
車
両
に
医
師
が
同
乗
す
る

ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
導
入
し
効
果

を
上
げ
て
い
る
と
も
聞
く
。
今

ド
ク
タ
ー
カ
ー
導
入
含
め 

今
後
の
計
画
は

地
域
実
情
に
即
し
た
体
制
構
築
に
努
め
る

行徳地域の消防体制

後
の
市
の
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

答　

平
成
22
年
４
月
の
広
尾
出

張
所
開
設
に
よ
り
、
市
と
し
て

は
、
行
徳
地
域
全
体
の
消
防
力

に
つ
い
て
一
応
の
改
善
が
図
ら

れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
現

在
は
消
防
施
設
の
新
設
等
は
計

画
し
て
い
な
い
が
、
地
域
の
特

性
や
社
会
環
境
の
変
化
を
的
確

に
捉
え
、
実
情
に
即
し
た
消
防

体
制
の
構
築
に
努
め
た
い
。

戸
村
節
子
議
員
（
公
明
党
）

　

平
成
25
年
４
月
の
障
害
者
優

先
調
達
推
進
法
施
行
に
よ
り
、

国
や
地
方
自
治
体
が
障
害
者
の

就
労
施
設
か
ら
優
先
的
に
発
注

で
き
る
仕
組
み
が
整
え
ら
れ
、

障
害
者
が
安
心
し
て
働
け
る
環

境
づ
く
り
に
向
け
一
歩
前
進
し

た
。
そ
こ
で
、
法
に
基
づ
き
、

国
の
基
本
方
針
を
受
け
て
今
後

毎
年
度
策
定
す
る
調
達
方
針
に

調
達
方
針
の
策
定 

市
の
方
向
性
は

品
目
や
目
標
額
等
定
め 

発
注
拡
大
も
検
討

障害者支援施設からの優先調達

つ
い
て
、市
の
方
向
性
を
問
う
。

答　

市
は
調
達
方
針
の
策
定
に

際
し
、
調
達
の
対
象
と
な
る
障

害
者
就
労
支
援
施
設
や
品
目
、

目
標
額
等
を
定
め
る
予
定
で
あ

る
。
国
が
示
し
て
い
る
調
達
内

容
を
参
考
に
、
発
注
拡
大
に
向

け
た
検
討
を
行
い
、
障
害
者
の

経
済
的
自
立
の
支
援
策
と
し
て
、

施
設
の
経
営
基
盤
の
強
化
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

大
場　

諭
議
員
（
公
明
党
）

　

平
成
24
年
９
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
高
齢
社
会
対
策
大
綱
に

基
づ
き
、
市
は
高
齢
社
会
に
関

す
る
状
況
を
正
し
く
認
識
し
、

課
題
を
明
確
に
し
た
上
で
、
将

来
に
わ
た
っ
て
解
決
策
の
立
案

計
画
を
立
て
行
動
す
る
べ
き
と

考
え
る
。
こ
の
こ
と
を
市
総
合

計
画
の
基
本
構
想
に
お
け
る
基

本
計
画
・
実
施
計
画
に
ど
の
よ

課
題
明
確
に
し
て
解
決
策
を
立
案
す
べ
き

大
綱
を
踏
ま
え
次
期
実
施
計
画
に
反
映

高齢社会対策

う
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答　

高
齢
社
会
へ
の
対
応
は
、

第
二
次
基
本
計
画
の
施
策
に
基

づ
き
実
施
計
画
で
推
進
し
て
い

る
。
現
在
の
第
一
次
実
施
計
画

は
25
年
度
で
終
了
す
る
が
、
26

年
度
か
ら
始
ま
る
次
期
実
施
計

画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
。

今
回
の
大
綱
で
示
さ
れ
た
基
本

的
な
考
え
方
等
を
踏
ま
え
、
次

期
実
施
計
画
に
反
映
し
て
い
く
。

宮
本　

均
議
員
（
公
明
党
）

　

市
職
員
の
車
両
運
転
に
よ
る

事
故
が
急
増
し
て
お
り
、
事
故

防
止
策
及
び
安
全
管
理
体
制
の

早
急
な
確
立
が
必
要
で
あ
る
。

現
状
の
事
故
対
応
は
事
後
処
理

を
中
心
と
す
る
他
、
運
転
者
の

安
全
遵
守
を
主
眼
と
し
て
き
た

よ
う
に
思
う
が
、
例
え
ば
車
両

に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
導

入
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
あ
る

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
等
も
効
果
的
で
は

関
係
部
署
と
連
携
し
具
現
化
に
努
め
た
い

公用車の事故防止策

と
考
え
る
。市
の
考
え
を
問
う
。

答　

市
と
し
て
も
、
事
故
の
分

析
と
事
故
防
止
策
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
職
員
の
安
全
意
識

の
向
上
の
た
め
の
啓
発
に
努
め

る
他
、
車
両
運
行
時
の
ラ
イ
ト

の
常
時
点
灯
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ

ー
ダ
ー
の
導
入
や
接
触
防
止
装

置
等
の
搭
載
等
に
つ
い
て
、
関

係
部
署
と
連
携
し
て
具
現
化
し
、

事
故
防
止
に
努
め
た
い
。

石
崎
ひ
で
ゆ
き
議
員
（
み
ん
な
の
党
）

　

国
は
国
家
公
務
員
給
与
の
平

均
７
・
８
％
削
減
を
実
施
し
、

地
方
公
共
団
体
で
も
同
様
の
削

減
を
行
う
よ
う
求
め
て
い
る
。

本
市
で
も
人
件
費
の
削
減
は
重

要
か
つ
早
期
実
行
を
要
す
る
課

題
で
あ
り
、
抜
本
的
な
人
事
給

与
制
度
改
革
を
行
う
前
に
本
削

減
を
実
施
す
る
こ
と
が
有
効
と

考
え
る
。市
の
見
解
は
ど
う
か
。

国
の
求
め
る
給
与
削
減　

実
施
の
考
え
は

給
与
だ
け
で
な
く
多
角
的
に
人
件
費
削
減

人件費削減

答　

市
と
し
て
は
、
給
与
は
議

会
の
議
決
を
経
て
自
主
的
に
定

め
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
本

削
減
の
実
施
に
つ
い
て
方
向
性

を
定
め
て
い
な
い
。
人
件
費
の

削
減
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
給
与
削
減
の

み
で
な
く
、
定
員
の
適
正
化
や

施
設
の
民
営
化
等
と
合
わ
せ
、

様
々
な
方
法
で
図
っ
て
い
く
。

西
村　

敦
議
員
（
公
明
党
）

　

新
庁
舎
整
備
に
お
い
て
、
第

一
庁
舎
を
敷
地
い
っ
ぱ
い
に
建

て
る
計
画
だ
が
、
周
辺
環
境
に

配
慮
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
新

第
一
庁
舎
と
新
第
二
庁
舎
に
分

か
れ
て
い
る
た
め
、
窓
口
機
能

の
連
携
を
図
り
、
市
民
を
ス
ム

ー
ズ
に
誘
導
で
き
る
総
合
窓
口

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

新
庁
舎
の
基
本
設
計
で
は
、

基
本
設
計
で
検
討 
総
合
窓
口
に
て
対
応

新庁舎整備

周
辺
住
宅
等
に
配
慮
し
た
施
設

配
置
や
街
な
み
景
観
対
策
等
も

検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
新
第

一
庁
舎
内
に
新
第
二
庁
舎
の
部

署
の
業
務
に
精
通
し
た
職
員
を

配
置
し
て
受
付
・
相
談
等
を
行

い
、
総
合
窓
口
に
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
（
案
内
係
）
を
配
置
す
る

等
、
ワ
ン
フ
ロ
ア
集
約
型
の
窓

口
連
携
サ
ー
ビ
ス
で
イ
メ
ー
ジ

向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

鈴
木
啓
一
議
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　

市
は
、
地
域
情
報
の
提
供
等

に
資
す
る
と
考
え
、
い
ち
か
わ

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
に

出
資
し
た
。
し
か
し
、
同
社
は

Ｊ
Ｃ
Ｎ
㈱
に
経
営
移
譲
す
る
際
、

本
市
保
有
分
を
除
く
全
株
式
を

清
算
し
て
い
る
。
市
に
お
い
て

も
そ
の
際
に
清
算
す
べ
き
だ
っ

た
と
思
う
が
、
決
裁
も
と
ら
ず

に
清
算
し
な
い
こ
と
と
し
て
い

経
営
移
譲
済
み 

移
譲
時
に
清
算
す
べ
き

市
へ
の
事
業
効
果
考
慮
し
保
有
し
て
い
る

市の出資金

る
。
公
金
の
性
格
上
、
決
裁
を

取
り
清
算
す
べ
き
で
は
な
か
っ

た
か
。

答　

市
は
、
増
資
時
に
依
頼
を

受
け
出
資
し
て
お
り
、
株
式
譲

渡
時
に
本
市
も
譲
渡
の
意
向
を

問
わ
れ
た
。
市
と
し
て
は
災
害

情
報
等
発
信
の
事
業
効
果
を
考

え
保
持
す
る
こ
と
と
判
断
し
た
。

し
か
し
、そ
の
際
、決
裁
は
取
っ

て
い
な
い
。

周
辺
へ
の
配
慮
と
窓
口
機
能
の
連
携
は

湯
浅
止
子
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

先
日
、
東
京
駅
で
、
具
合
の

悪
く
な
っ
た
人
が
車
椅
子
を
お

願
い
し
た
が
す
ぐ
貸
し
て
も
ら

え
な
か
っ
た
と
の
話
を
聞
き
、

心
寂
し
い
思
い
を
し
た
。
車
椅

子
の
設
置
も
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
等
と
同

様
に
そ
の
旨
の
標
示
を
す
る
心

配
り
が
あ
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
。

市
内
で
乗
降
客
が
多
い
と
思
わ

れ
る
駅
で
の
車
椅
子
の
設
置
や

車
椅
子
の
設
置
や
標
示
は
あ
る
か

標
示
な
い
が
駅
員
が
介
添
え
等
対
応
す
る

駅構内のバリアフリー

そ
の
旨
の
標
示
の
有
無
を
問
う
。

答　

Ｊ
Ｒ
市
川
駅
、
本
八
幡
駅

及
び
都
営
新
宿
線
本
八
幡
駅
で

は
、
事
務
室
等
に
車
椅
子
を
設

置
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
駅
で

も
、
駅
員
や
事
務
室
で
直
接
問

い
合
わ
せ
等
を
受
け
る
場
合
が

多
く
、
特
に
設
置
場
所
の
標
示

は
し
て
い
な
い
が
、
最
寄
り
の

駅
員
に
申
し
出
が
あ
れ
ば
介
添

え
等
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

金
子　

正
議
員
（
み
ら
い
）

　

平
成
25
年
２
月
定
例
会
で
市

川
南
民
有
地
に
仮
設
庁
舎
な
ら

び
に
仮
庁
舎
を
活
用
し
た
合
同

庁
舎
の
建
設
を
求
め
る
請
願
が

採
択
さ
れ
た
。
現
計
画
で
は
市

川
南
仮
庁
舎
は
新
本
庁
舎
が
完

成
す
る
32
年
ま
で
活
用
し
た
後

は
撤
去
す
る
こ
と
に
な
る
。
本

請
願
に
あ
る
合
同
庁
舎
の
建
設

に
対
す
る
市
の
考
え
を
問
う
。

答　

市
は
こ
れ
ま
で
、
合
同
庁

舎
の
実
現
に
向
け
国
・
県
に
対

し
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
た
が
、

税
務
署
は
20
年
に
耐
震
補
強
工

事
を
実
施
し
、
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
も
同
工
事
を
実
施
中
で
あ

る
等
、
各
々
事
情
が
あ
り
現
時

点
で
の
実
現
は
難
し
い
。
市
と

し
て
は
、
市
川
南
地
域
の
街
づ

く
り
の
た
め
に
、
実
現
に
向
け

引
き
続
き
努
力
し
て
い
き
た
い
。

市川南仮庁舎
合同庁舎を実現できないか

地域の街づくりのため努力する

行 政

職 員

福 祉 消 防

南
消
防
署
広
尾
出
張
所


